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研究要旨  

肥満は世界中の公衆衛生上の懸念となっており、手術に対しても負の影響が報告

されている。頚椎後縦靱帯骨化症（OPLL）と肥満の有意な関連が報告されている

が、肥満が頚椎 OPLLの手術成績に及ぼす影響について調査した。頚椎 OPLLの肥

満患者では、臨床症状の改善は非肥満患者と同様の改善が期待できるが、特に後

方手術においては術後創部感染に注意が必要である。 

 

Ａ．研究目的 

肥満は世界中の公衆衛生上の懸念となっ

ており、手術に対しても負の影響が報告さ

れている。頚椎後縦靱帯骨化症（OPLL）と肥

満の有意な関連が報告されているが、肥満

が頚椎 OPLL の手術成績に及ぼす影響につ

いての詳細な報告はない。我々が行ってい

る日本医療研究開発機構・厚労科研難病研

究班の大規模多施設前向き研究により、肥

満が頚椎 OPLL 患者の手術治療に及ぼす影

響について調査することを目的とした。 

 

Ｂ．研究方法 

対象は 2015 年 4 月から 2017 年 7 月の間

に、頚椎 OPLL手術症例データベースに登録

され、術後 1 年以上経過観察された 478 例

（男性 354例、女性 124例、平均年齢 64.1

才）である。患者背景、臨床症状、画像所見、

周術期合併症（術中および術後 30日以内の

すべての有害事象）などについて前向きに

調査した。神経学的な評価は JOA スコアを

用い、術前後の改善度の評価には平林の改

善率を用いた。 JOA 改善率の minimum 

clinically important difference (MCID) 

 

 

 

は、過去の報告に基づき 52.8％とした。肥

満の定義としては WHO 基準に従い、

BMI≥30kg/m2 を肥満群、BMI<30kg/m2 を非肥

満群とした。手術アプローチ別の検討には

前方固定術を前方群、椎弓形成術および後

方除圧固定術を後方群として調査した。 

（倫理面への配慮も記入） 

調査にあたっては、個人を背番号化する

など、個人を特定できないように配慮して

いる。本研究は、参加施設の倫理委員会の承

認を得て行った。 

 

Ｃ．研究結果 

肥満群は 65例、非肥満群は 413例で、肥

満群は有意に若年であった（肥満群：

54.8±11.1歳、非肥満群 65.5±11.0 歳、

p<0.001）。併存症の有無や内容、OPLLのタ

イプや頚椎アライメント、K-line などの X

線パラメーターには肥満群と非肥満群との

間に有意差を認めなかった。周術期合併症

に関しては、全身合併症や神経学的な合併

症には肥満群および非肥満群の間に有意差

を認めなかったが、創部感染(SSI)は、肥満
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群では 6.15％、非肥満群では 1.21％と肥満

群において有意に多かった（p=0.024）。アプ

ローチ別の解析では、前方手術では、肥満群

と非肥満群との間に SSI の発生には有意差

を認めず（p=1.0）、後方手術では肥満群が

8.7％、非肥満群が 1.2％と肥満群において

SSI が有意に多い結果となった(p=0.010)。

術後 2 年時の JOA スコア、JOA 改善率には

肥満群と非肥満群とに有意差を認めなかっ

た。 

術後 2 年時に調査が可能であった 402 例

中 184例（45.8％）が MCIDを達成していた。

ロジスティック回帰分析の結果、年齢(OR: 

0.946, 95% CI: 0.926-0.967, p<0.001)、

BMI (OR: 0.906, 95% CI: 0.858-0.957, 

p<0.001)、術前罹病期間 (OR: 0.993, 95% 

CI: 0.989-0.998 p=0.002)が術後の MCID 達

成に有意に関与していた。 

 

Ｄ．考察、 

本調査は、肥満が頚椎 OPLL手術成績に及

ぼす影響を明らかにした大規模多施設前向

き研究である。肥満群における術後 SSI の

発生率（6.15％）は、近年のシステマティッ

クレビューで報告された脊椎手術の術後の

SSI 発生率（3.1％）と比較すると約 2倍で

ある。肥満群と非肥満群との間に、術後 SSI

の発生に影響をあたえるような併存症には

有意差を認めておらず、肥満が頚椎 OPLL 術

後の高い SSI 発生率に寄与していると考え

られる。手術アプローチ別解析において、前

方手術では肥満群と非肥満群との間に SSI

の発生率には有意差がなく、後方手術後の

SSI の発生率は肥満群では非肥満群の約 7

倍の高頻度であり特に注意が必要であるこ

とが判明した。術後 2 年時の JOA スコアの

改善率では肥満患者でも非肥満患者と同等

の手術成績が期待できることが判明した。

一方で、術後 JOA 改善率の MCID 達成には

BMIが有意に関連することが解った。この違

いについては、本研究での肥満の定義が影

響した可能性がある。肥満は脊椎手術を含

め、外科手術後の成績には負の影響を及ぼ

すとする報告が多数存在する。しかし、頚椎

後方固定術後の成績は、肥満患者でも非肥

満患者と同様の改善を得られたとする近年

のレビューも存在し、統一見解には至って

おらず今後の研究が必要である。 頚椎

OPLLの術後の周術期合併症は、その他の頚

椎変性疾患に対するそれよりも多く、注意

が必要であるとレビューやメタアナリシス

の結果が報告されている。頚椎 OPLLに対す

る理想的な手術方法は確立されておらず、

今後の症例の蓄積とその解析が必要である。 

 

Ｅ．結論 

頚椎 OPLLの肥満患者では、臨床症状の改

善は非肥満患者と同様の改善が期待できる

可能性が示唆された。特に頚椎 OPLL後方手

術においては術後 SSI に注意が必要である。

本研究の結果は、頚椎 OPLLの術式決定の際

の一助になりうると考えられる。 

 

 
Ｆ．健康危険情報 
  総括研究報告書にまとめて記載 
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